


思い出のアルバム



思い出のアルバム



思い出のアルバム
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東蟹谷地区体育協会

会長 荒永　吉一

１.協会の方針

　スポーツの普及・振興と地区住民の健康増進および体力の向上を図るとともに、体育文化の伸展に

寄与することを目的として発足しました。

　当協会も６０周年を迎えることとなりましたが、いまやスポーツ競技の範囲に拘らず、地区住民の

心身の健康維持のための支援と地区住民間の親睦融和の一助を担うべく、その要の団体としての活動

を進めています。

２.１０年間の活動状況

　以下に示す行事・活動を定番として長らく続けております。

（　５月） カローリング大会：主催

（　８月） 地区住民体育大会（運動会）：主催

（１０月） 小矢部市駅伝競走大会に参加

（１０月） 東蟹谷公民館まつりでの食堂運営（うどん販売）

（１１月） パターゴルフ大会：主催

（　２月） ビーチボール大会：主催

　令和２年度・３年度とコロナ禍において休止状態でありましたが、今年度は６月にウォークラリー

大会をクロスランドおやべで開催することができ、爽やかな青空のもと８６名の参加で賑わいました。

　また、酷暑を避けて開催時期を８月から１０月にシフトし、最もビッグなイベントである住民体育

大会を３年ぶりに実施。ほぼ例年通りの種目・参加者となり、活気を取り戻せたことは大変うれしい

限りでした。

　コロナ禍で沈みがちな状況を打破すべく、今年度はこのように前進できたことの価値はとても大き

く、地元自治会のご協力・地区住民の皆様の後押しに感謝を申し上げる次第です。

３.今後の活動について

　新型コロナウイルスの苦境に屈することなく、スポーツに臨める機会を設けて「体を動かす」環境

つくりに努め、そして何より地区住民の親睦・ふれあいの場を提供することに重きを置き、スポーツ

ジャンル外でも楽しめるイベントを意欲的に開催していきたいと考えております。

地区体育協会

[令和４年　住民体育大会][令和４年　ウォークラリー大会]
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